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図２ 炭カル（40kg/10a）を毎年施用した場合の収量の変化（左）とｐH の変化（右） 

  
 ｢

草
地
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
以
下
、

炭
カ
ル
）
を
ま
い
て
い
ま
す
か
？｣

 

図
１
は
、
標
茶
町
Ａ
地
区
の
草
地
土

壌
の
石
灰
量
を
診
断
し
た
も
の
で
す
。

約
６
割
の
ほ
場
で
、
基
準
値
よ
り
も
石

灰
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

           

１
．
石
灰
質
資
材
の
必
要
性 

次
に
上
げ
る
主
に
３
つ
の
要
因
に

よ
り
、
草
地
の
土
壌
は
酸
性
化
し
て
い

る
の
で
、
定
期
的
に
石
灰
質
資
材
を
施

用
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

①
降
雨 

 

雨
水
は
、
土
壌
中
の
石
灰
・
苦
土
な

ど
を
溶
か
し
て
流
亡
さ
せ
ま
す
。 

②
施
肥 

 

化
成
肥
料
を
施
要
す
る
と
、
作
物
に

あ
ま
り
吸
収
さ
れ
な
い
硫
酸
や
塩
素

が
土
壌
に
残
り
、
こ
れ
が
石
灰
や
苦
土

と
結
び
つ
い
て
流
亡
し
ま
す
。 

③
作
物
（
牧
草
）
に 

よ
る
収
奪 

 

表
１
の
よ
う
に
牧 

草
に
吸
収
さ
れ
た
分 

は
、
収
穫
に
よ
り
草 

地
か
ら
持
ち
出
さ
れ 

減
少
し
ま
す
。 

 

ほ
場
の
石
灰
は
、 

毎
年
、
炭
カ
ル
換
算 

で
１
０
ア
ー
ル
当
た 

り
４
０
～
５
０
ｋ
ｇ 

程
度
失
わ
れ
ま
す
。 

 

２
．
土
壌
の
酸
性
化
は
、
草
地
を
悪
化

さ
せ
る 

 

土
壌
の
酸
性
化
（
土
壌
ｐ
Ｈ
が
低

い
）
に
よ
っ
て
、 

①
有
害
成
分
の
溶
出
に
よ
る
障
害 

②
リ
ン
酸
の
肥
効
低
下 

③
石
灰
や
苦
土
な
ど
の
欠
乏 

④
微
生
物
活
性
の
低
下 

が
も
た
ら
さ
れ
、
牧
草
の
生
育
に
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
牧
草
の
品

質
や
収
量
の
低
下
を
招
く
だ
け
で
な

く
、
雑
草
の
侵
入
や
繁
茂
を
助
長
し
、

草
地
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
炭
カ
ル
換
算
で
毎
年
１
０

ア
ー
ル
当
た
り
４
０
～
５
０
ｋ
ｇ
程

度
の
石
灰
を
、
ほ
場
に
補
給
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
図
２
）
。 

                           

３
．
石
灰
質
資
材
の
選
定 

 

石
灰
質
資
材
に
も
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
や
消
石
灰
な
ど
種
類
が
あ
り
ま
す
。

土
壌
の
苦
土
分
が
少
な
い
場
合
は
、
苦

土
炭
カ
ル
を
選
択
し
、
苦
土
分
に
問
題

が
な
け
れ
ば
、
炭
カ
ル
や
貝
化
石
な
ど

を
選
択
し
ま
す
。
現
場
で
は
、
粉
立
ち

の
な
い
防
散
炭
カ
ル
や
防
散
苦
土
炭

カ
ル
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ラ
イ
ム
ケ
ー
キ
（
ビ
ー
ト
の

副
産
物
）
の
利
用
も
可
能
で
す
。 

 

来
年
の
牧
草
の
た
め
に
、
こ
の
秋
に

是
非
、
石
灰
質
資
材
の
施
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。 

  
｢

い
つ
、
や
る
か
（
ま
く
か
）
？｣

 

  
｢

今
（
こ
の
秋
）
、
で
し
ょ
う
！｣

 

          

（
平
成
二
十
五
年
八
月
作
成
） 

草
地
に
石
灰
質
資
材
を
！ 

図１ 標茶町 A 地区の石灰量の分析値

（81 筆、H24 年調査） 

表１ 牧草の石灰吸収量 


